
 

 

 

 

 

   

  

滋賀県茶生産青年協議会会員の一番茶を相互に審査 

 

2月20日に、滋賀県茶生産青年協議会（平井博史会長）において、会員が生産した令

和元年産一番茶の求評会を開催し、21名の会員が参加しました。当課は事務局として

運営を支援しました。 

 

この審査会は、会員の荒茶鑑定技術の向上に加え、会員がお互いにどのような荒茶

を生産しているかなど、情報交換する場として毎年開催しているものです。今年度は

19点の荒茶について、外観・水色・香気・滋味の4項目の審査を行いました。 

その結果、信楽町朝宮地域の曽和治彦さんの煎茶が最優秀賞の栄誉に輝きました。 

参加した会員からは、「お互いの茶を見合うことで自分の茶の良さと悪さがよく分

かる。」「朝宮の高品質煎茶は毎年品質が高いことに驚いている。」など、様々な意

見や講評が飛び交い、情報交換を行うことで今後の若手農業者の良品質茶づくりに向

け研鑽が図られたようです。 

 

当課は、今後も良品質茶の生産に向けた研鑽活動などを通じて、支援していきます。 
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